
　
　
月
　
日
、
守
門
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
、
全
国
各
地
か
ら
愉
快

な
仲
間
達
が
集
結
し
、演
奏
会
を
開
き

ま
し
た
。「
ど
ん
な
楽
器
だ
っ
け
？
」

と
、
マ
リ
ン
バ
を
知
ら
な
い
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
深
み

が
あ
り
、
心
地
よ
い
音
色
で
し
た
。

お
な
じ
み
の
「
３
分
ク
ッ
キ
ン
グ
」

の
曲
に
合
わ
せ
、
皆
で
打
楽
器
を
鳴

ら
し
た
り
、
実
際
に
演
奏
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、
鍵
盤
を
楽
し
そ
う
に

叩
く
利
用
者
の
顔
は
と
て
も
明
る
く

楽
し
そ
う
で
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
支
援
に
職
員
派
遣

うおぬま社協だより 4
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月
の
台
風
　
号
に
伴
う
災
害
に
よ
り
、

各
地
で
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
住
宅
へ
の

浸
水
被
害
、
家
屋
の
倒
壊
等
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
義
援
金

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
■
受
付
期
間
　
　
月
　
日（
金
）ま
で

　
■
受
付
窓
口
　
社
協
各
支
所

10

社会福祉法人
魚沼市社会福祉協議会

社 協 だ よ り
うおぬまうおぬま

魚沼市社協
マスコット
キャラクター

No.68
11月25日号

令和元年

◆ P2. 魚沼市社会福祉大会報告

◆ P3. あいほうし隊募集　ほか

◆ P4. 成年後見制度勉強会報告
　　　 善意のご寄付　ほか

主
な
内
容

魚沼市社協 最新情報公開中！ 詳しくは、ホームページ、フェイスブックで！！

　赤い羽根共同募金への理解を深めるため、
伊米ヶ崎小学校3年生が伊米ヶ崎デイサービ
スセンターの利用者と募金箱を作りました。
　作った募金箱は、伊米ヶ崎地域の企業から
ご協力いただき、募金活動に使われます。

・

・

・

・

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。

9 月 24 日、伊米ヶ崎小学校で事前学習。募金の使いみちを学び、募金箱の土台を作りました。

10 月 1 日、伊米ヶ崎デイサービスセンターの利用者と一緒に募金箱を完成させました！

赤い羽根募金箱づくりにチャレンジ

※その他に匿名を希望された方々から、米・野菜・介護用品　　
・衣類などをいただきました。事業等で大切に活用いたします。

寄付物品寄付物品

令和元年9月～令和元年10月

ありがとうございました。
善 意 の ご 寄 付

寄付金寄付金
広　　神 江口地区中学生 様 4,891円

竜光田舎体験受入チーム
五十嵐　勇吉
農事組合法人青島フォーム
三井観光㈱P.ステーション小出店
下条コミュニティ協議会
佐藤理髪店

様
様
様
様
様
様

野菜
長靴・老眼鏡

米
お菓子

野菜
タオル

堀 之 内

小　　出

広　　神

台
風
　
号

　
災
害
義
援
金
　
受
付
中

19

1912
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台
風
　
号
・
　
号
な
ど
、
相
次
い

で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

全
国
各
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
沼
市
社
協
で
は
、　
月
　
日
か

ら
　
日
ま
で
の
間
、
長
野
県
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

で
、
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
派
遣
先
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
千
名
近
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
県
内
社
協
と
連
携
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
な
ど
の

復
旧
支
援
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。 マ

リ
ン
バ
演
奏
会

社
協
の
魅
力
を
発
信
！

　
９
月
　
日
、
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
、
市
内
の
中
学
一
年
生
に
仕
事
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
魚
沼
市
主
催
で

『「
ま
ち
」
の
仕
事
発
見
塾
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
仕
事
内
容
の
説
明
を
聞

き
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、

「
ど
う
す
れ
ば
こ
の
仕
事
に
就
け
る
か
？
」
と

い
う
意
欲
的
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
社
協
の
仕
事
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

説明を聞きメモをとる生徒たち

20

成
年
後
見
制
度
を
学
ぶ 

〜
親
族
後
見
と
い
う
選
択
肢
〜

　
９
月
４
日
に
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
て
、
制
度
の
利
用
を
考
え
て
い
る

方
や
、
親
族
後
見
人
へ
の
支
援
を
目
的
に

『
成
年
後
見
制
度
勉
強
会
〜
親
族
後
見
と
い

う
選
択
肢
〜
』
を
開
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
十
日
町
市
在
住
の
社
会
福
祉
士
・

高
橋
愛
氏
を
お
招
き
し
、
実
際
に
後
見
人

と
し
て
行
っ
て
い
る
内
容
や
、
業
務
を
通

し
て
感
じ
る
制
度
の
重
要
性
な
ど
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
ご
家
族
や
一
般
市
民
も
多
く
、「
将
来
、

制
度
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
具
体
的

な
こ
と
を
聞
い
て
い
き
た
い
」
等
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
制
度
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
親
族
だ
か

ら
こ
そ
本
人
の
思
い
を
聴
き
、
自
分
ら
し

く
最
期
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

一
市
民
と
し
て
の
役
割
は
何
か
を
共
に
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

長野市 北部災害ボランティアセンター長野市の被災状況

完成した募金箱

15

10

26

30

愉快な仲間達とマリンバ

わかりやすい説明をいただいた
講師の高橋愛氏

講師からの質問に答える参加者

【
発

行
】

  社
会

福
祉

法
人

 魚
沼

市
社

会
福

祉
協

議
会

〒
946-0011 魚

沼
市

小
出

島
1240番

地
２

TEL 025-792-8191 FAX 025-792-8812
Eメ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 uo-shakyo@
uonum

a-shakyo.or.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.uonum
a-shakyo.or.jp/
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知
ろ
う
！
お
金
の
こ
と

　
　
月
　
日
、
小
出
特
別
支
援
学
校
で
、
高
等
部
の
生
徒
を

対
象
に
お
金
の
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
塩
沢
信
用
組
合
様
か
ら
お
金
の
大
切
さ
や
、

悪
徳
商
法
な
ど
へ
の
注
意
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
実
際

に
障
害
者
年
金
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
先

輩
お
二
人
か
ら
、
具
体
的
な
や
り

繰
り
の
実
践
報
告
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
お
金

が
大
事
だ
と
分
か
っ
た
」「
今
か
ら

貯
金
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
小
出
特
別
支
援

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
塩
沢
信
用
組
合
、

魚
沼
市
自
立
支
援
協
議
会
、
魚
沼

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
四
者
共
催

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
、

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
周
年
記
念
魚

沼
市
社
会
福
祉
大
会
は
、
台
風
　
号
の
影

響
に
よ
り
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
台
風
に
よ
り
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
県
内
・
近
隣
の
社
協
と
連
携

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
な
ど
、
被
災
地
支

援
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
の
大
会
で
は
地
域
福
祉
の
推

進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
や
団
体

に
対
し
、
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
。
後
日
、
本
会
役
職

員
よ
り
個
別
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地
域
福
祉
の
向
上
、
進
展
に

一
層
の
ご
協
力
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
表
彰
等
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
次

の
と
お
り
で
す
。

10

12

15

19

魚沼市社会福祉協議会15周年記念

（個人）
　浅井勝利　　磯部美知子　大桃共栄　　笹本壽子
　佐藤マサエ　星野　惇　　渡邉キミ　　渡邉みよし

（団体）
　青島友愛ボランティアの会
　魚沼音声訳の会
　魚沼市障がい者の社会参加をすすめる会希会
　小出地区運転ボランティアの会
　古新田友愛ボランティアの会
　沢田明神友愛ボランティアの会
　城下お茶会
　中原友愛ボランティアの会
　湯之谷工芸喫茶ボランティアの会
　湯之谷工芸給食ボランティアの会

表彰の部

感謝状の部
（個人）
　小川秀行　　　　たんぽぽの会代表　櫻井　清

（団体）
　魚沼歌おう会　　　魚沼山野草の会
　江口地区中学生　　中家地区中学生

表彰並びに感謝状を授与された方々 魚
沼
市
社
会
福
祉
大
会
　 

台
風
の
影
響
で
中
止

　
魚
沼
市
社
会
福
祉
大
会
で
の
受
賞
の

栄
誉
に
浴
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
受
賞
さ
れ
た
多
く
の
方
は
、

福
祉
の
専
門
知
識
が
な
く
と
も
「
奉
仕

の
心
さ
え
あ
れ
ば
社
会
福
祉
に
役
立
つ

仕
事
が
で
き
る
」
そ
ん
な
思
い
で
、
出

来
る
時
に
出
来
る
事
を
や
る
普
段
着
の

姿
で
、
懸
命
に
福
祉
活
動
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
福
祉
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
ヘ
レ
ン

ケ
ラ
ー
は
「
あ
な
た
の
ラ
ン
プ
の
灯
を

も
う
ち
ょ
っ
と
高
く
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

見
え
な
い
人
の
行
く
手
を
照
ら
す
た
め

に
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
多
く
の
市
民
と
と
も
に
、

地
域
福
祉
の
灯
り
を
高
く
、
そ
し
て
明

る
く
灯
し
つ
づ
け
た
い
も
の
で
す
。

表彰を受けられた星野惇氏

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
代
表
し
、

星
野
惇
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
月
９
日
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
福
祉
に

対
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
認
知
症
に
な
る

と
何
も
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
一
緒
に

し
て
い
き
た
い
」

と
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
守
門

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
、
児
童

が
作
っ
た
カ
ル
タ

で
利
用
者
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
須

原
小
学
校
４
年
生

に
よ
る
第
２
回
地

域
の
茶
の
間
を
行

い
、
地
域
の
方
　

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
体
操
や
肩
た
た

き
な
ど
工
夫
を
こ

ら
し
た
内
容
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

須
原
小
学
校
４
年
生×

　
　
　
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー

福
祉
ミ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

34

みんなで肩たたき

　
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
　
時
　
　
月
　
日（
土
）　
　
　
時
〜
　
時

■
場
　
　
所
　
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
　
　
容
　
コ
ン
サ
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
対 

象 

者
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　
及
び
そ
の
介
助
者

■
参 

加 

費
　
１
０
０
０
円

■
締 

切 

り
　
　
月
　
日（
金
）

■
申
込
み
先
　 

社
協
各
支
所

■
問 

合 

せ
　
事
業
推
進
係

　
　
　
　
　
　 

☎
７
９
７

－

４
８
８
２

11

29

10

14

12

14

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

『
あ
い
ほ
う
し
隊
』
と
は
、
暮
ら
し
の
中
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
」
が
あ
る
方
を
、
ご
近
所
さ
ん
同
士
が
助
け
合
う
地
域
支
え
合

い
活
動
で
す
。

　
例
え
ば…

、
電
球
交
換
、
家
具
の
移
動
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど
。

「
少
し
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
け
ど…

」

「
空
い
て
る
時
間
で
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
！
」

と
い
う
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象

　
生
活
に
困
り
ご
と
の
あ
る
方
で

　
　
・
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

   

　  

ま
た
は
高
齢
者
世
帯

　
　
・
社
協
会
長
が
必
要
と
認
め
る
方

■
利
用
料

　
１
時
間
５
０
０
円

　
　※

１
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
　
分
毎
に
３
０
０
円
加
算

　
　※

材
料
費
が
か
か
る
場
合
は
実
費
負
担

■
利
用
ま
で
の
流
れ
　

■
活
動
費
　
１
回
１
時
間
ま
で
２
０
０
円
＋
交
通
費

■
そ
の
他
　
保
険
加
入（
保
険
料
社
協
負
担
）

■
問
合
せ
　
地
域
福
祉
課

　
　
　
　  

☎
７
９
２

－

８
１
８
１

65

30

『
あ
い
ほ
う
し
隊
』

　
利
用
者
・
活
動
者
募
集
！

相談・申込み

活動者･社協職員
が自宅を訪問

活動内容
日時を確認

活動者が自宅を訪問
お手伝い開始

（五十音順、敬称略）

利
用
者

活
動
者

10

地域の先輩と交流

昨年の様子
1,000 万円の札束に興味津々の
生徒たち

時　　間　14：05 試合開始
会　　場　アオーレ長岡（長岡市大手通 1-4-10）
対戦相手　横浜ビー・コルセア―ズ 種別

大　人
小中高

通常価格
2,500円
1,000円

座席

1階 自由席

特別価格
2,000円
   800円

チケット販売価格
申込締切　12 月 5 日（木）　
　※チケット枚数が限られておりますので、申込順とさせていただきます。

新潟アルビレックス BB  ホームゲーム
スポーツを通じた貢献活動（チケット販売）

あなたもバスケットボールを観戦して、貢献活動に参加しませんか？
チケットを購入すると、売上金の一部が魚沼市内の地域福祉活動に活用されます。

12月8日（日）開催日：

←チケット情報
　座席図は
　こちら

自由席
限定30枚

チケット申込み先　地域福祉課　☎792-8181

第2弾
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知
ろ
う
！
お
金
の
こ
と

　
　
月
　
日
、
小
出
特
別
支
援
学
校
で
、
高
等
部
の
生
徒
を

対
象
に
お
金
の
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
塩
沢
信
用
組
合
様
か
ら
お
金
の
大
切
さ
や
、

悪
徳
商
法
な
ど
へ
の
注
意
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
実
際

に
障
害
者
年
金
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
先

輩
お
二
人
か
ら
、
具
体
的
な
や
り

繰
り
の
実
践
報
告
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
お
金

が
大
事
だ
と
分
か
っ
た
」「
今
か
ら

貯
金
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
小
出
特
別
支
援

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
塩
沢
信
用
組
合
、

魚
沼
市
自
立
支
援
協
議
会
、
魚
沼

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
四
者
共
催

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
、

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
周
年
記
念
魚

沼
市
社
会
福
祉
大
会
は
、
台
風
　
号
の
影

響
に
よ
り
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
台
風
に
よ
り
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
県
内
・
近
隣
の
社
協
と
連
携

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
な
ど
、
被
災
地
支

援
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
の
大
会
で
は
地
域
福
祉
の
推

進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
や
団
体

に
対
し
、
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
。
後
日
、
本
会
役
職

員
よ
り
個
別
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
地
域
福
祉
の
向
上
、
進
展
に

一
層
の
ご
協
力
と
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
表
彰
等
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
次

の
と
お
り
で
す
。

10

12

15

19

魚沼市社会福祉協議会15周年記念

（個人）
　浅井勝利　　磯部美知子　大桃共栄　　笹本壽子
　佐藤マサエ　星野　惇　　渡邉キミ　　渡邉みよし

（団体）
　青島友愛ボランティアの会
　魚沼音声訳の会
　魚沼市障がい者の社会参加をすすめる会希会
　小出地区運転ボランティアの会
　古新田友愛ボランティアの会
　沢田明神友愛ボランティアの会
　城下お茶会
　中原友愛ボランティアの会
　湯之谷工芸喫茶ボランティアの会
　湯之谷工芸給食ボランティアの会

表彰の部

感謝状の部
（個人）
　小川秀行　　　　たんぽぽの会代表　櫻井　清

（団体）
　魚沼歌おう会　　　魚沼山野草の会
　江口地区中学生　　中家地区中学生

表彰並びに感謝状を授与された方々 魚
沼
市
社
会
福
祉
大
会
　 

台
風
の
影
響
で
中
止

　
魚
沼
市
社
会
福
祉
大
会
で
の
受
賞
の

栄
誉
に
浴
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
受
賞
さ
れ
た
多
く
の
方
は
、

福
祉
の
専
門
知
識
が
な
く
と
も
「
奉
仕

の
心
さ
え
あ
れ
ば
社
会
福
祉
に
役
立
つ

仕
事
が
で
き
る
」
そ
ん
な
思
い
で
、
出

来
る
時
に
出
来
る
事
を
や
る
普
段
着
の

姿
で
、
懸
命
に
福
祉
活
動
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
福
祉
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
ヘ
レ
ン

ケ
ラ
ー
は
「
あ
な
た
の
ラ
ン
プ
の
灯
を

も
う
ち
ょ
っ
と
高
く
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

見
え
な
い
人
の
行
く
手
を
照
ら
す
た
め

に
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
多
く
の
市
民
と
と
も
に
、

地
域
福
祉
の
灯
り
を
高
く
、
そ
し
て
明

る
く
灯
し
つ
づ
け
た
い
も
の
で
す
。

表彰を受けられた星野惇氏

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
代
表
し
、

星
野
惇
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
月
９
日
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
福
祉
に

対
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
認
知
症
に
な
る

と
何
も
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
一
緒
に

し
て
い
き
た
い
」

と
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
守
門

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
、
児
童

が
作
っ
た
カ
ル
タ

で
利
用
者
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
須

原
小
学
校
４
年
生

に
よ
る
第
２
回
地

域
の
茶
の
間
を
行

い
、
地
域
の
方
　

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
体
操
や
肩
た
た

き
な
ど
工
夫
を
こ

ら
し
た
内
容
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

須
原
小
学
校
４
年
生×

　
　
　
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー

福
祉
ミ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

34

みんなで肩たたき

　
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
　
時
　
　
月
　
日（
土
）　
　
　
時
〜
　
時

■
場
　
　
所
　
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
　
　
容
　
コ
ン
サ
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
対 

象 

者
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　
及
び
そ
の
介
助
者

■
参 

加 

費
　
１
０
０
０
円

■
締 

切 

り
　
　
月
　
日（
金
）

■
申
込
み
先
　 

社
協
各
支
所

■
問 

合 

せ
　
事
業
推
進
係

　
　
　
　
　
　 

☎
７
９
７

－

４
８
８
２

11

29

10

14

12

14

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

『
あ
い
ほ
う
し
隊
』
と
は
、
暮
ら
し
の
中
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
」
が
あ
る
方
を
、
ご
近
所
さ
ん
同
士
が
助
け
合
う
地
域
支
え
合

い
活
動
で
す
。

　
例
え
ば…

、
電
球
交
換
、
家
具
の
移
動
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど
。

「
少
し
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
け
ど…
」

「
空
い
て
る
時
間
で
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
！
」

と
い
う
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象

　
生
活
に
困
り
ご
と
の
あ
る
方
で

　
　
・
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

   

　  

ま
た
は
高
齢
者
世
帯

　
　
・
社
協
会
長
が
必
要
と
認
め
る
方

■
利
用
料

　
１
時
間
５
０
０
円

　
　※

１
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
　
分
毎
に
３
０
０
円
加
算

　
　※

材
料
費
が
か
か
る
場
合
は
実
費
負
担

■
利
用
ま
で
の
流
れ
　

■
活
動
費
　
１
回
１
時
間
ま
で
２
０
０
円
＋
交
通
費

■
そ
の
他
　
保
険
加
入（
保
険
料
社
協
負
担
）

■
問
合
せ
　
地
域
福
祉
課

　
　
　
　  

☎
７
９
２

－

８
１
８
１

65

30

『
あ
い
ほ
う
し
隊
』

　
利
用
者
・
活
動
者
募
集
！

相談・申込み

活動者･社協職員
が自宅を訪問

活動内容
日時を確認

活動者が自宅を訪問
お手伝い開始

（五十音順、敬称略）

利
用
者

活
動
者

10

地域の先輩と交流

昨年の様子
1,000 万円の札束に興味津々の
生徒たち

時　　間　14：05 試合開始
会　　場　アオーレ長岡（長岡市大手通 1-4-10）
対戦相手　横浜ビー・コルセア―ズ 種別

大　人
小中高

通常価格
2,500円
1,000円

座席

1階 自由席

特別価格
2,000円
   800円

チケット販売価格
申込締切　12 月 5 日（木）　
　※チケット枚数が限られておりますので、申込順とさせていただきます。

新潟アルビレックス BB  ホームゲーム
スポーツを通じた貢献活動（チケット販売）

あなたもバスケットボールを観戦して、貢献活動に参加しませんか？
チケットを購入すると、売上金の一部が魚沼市内の地域福祉活動に活用されます。

12月8日（日）開催日：

←チケット情報
　座席図は
　こちら

自由席
限定30枚

チケット申込み先　地域福祉課　☎792-8181

第2弾
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月
　
日
、
守
門
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
、
全
国
各
地
か
ら
愉
快

な
仲
間
達
が
集
結
し
、演
奏
会
を
開
き

ま
し
た
。「
ど
ん
な
楽
器
だ
っ
け
？
」

と
、
マ
リ
ン
バ
を
知
ら
な
い
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
深
み

が
あ
り
、
心
地
よ
い
音
色
で
し
た
。

お
な
じ
み
の
「
３
分
ク
ッ
キ
ン
グ
」

の
曲
に
合
わ
せ
、
皆
で
打
楽
器
を
鳴

ら
し
た
り
、
実
際
に
演
奏
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、
鍵
盤
を
楽
し
そ
う
に

叩
く
利
用
者
の
顔
は
と
て
も
明
る
く

楽
し
そ
う
で
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
支
援
に
職
員
派
遣

うおぬま社協だより 4

10

28

19

　
　
月
の
台
風
　
号
に
伴
う
災
害
に
よ
り
、

各
地
で
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
住
宅
へ
の

浸
水
被
害
、
家
屋
の
倒
壊
等
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
義
援
金

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
■
受
付
期
間
　
　
月
　
日（
金
）ま
で

　
■
受
付
窓
口
　
社
協
各
支
所

10

社会福祉法人
魚沼市社会福祉協議会

社 協 だ よ り
うおぬまうおぬま

魚沼市社協
マスコット
キャラクター

No.68
11月25日号

令和元年

◆ P2. 魚沼市社会福祉大会報告

◆ P3. あいほうし隊募集　ほか

◆ P4. 成年後見制度勉強会報告
　　　 善意のご寄付　ほか

主
な
内
容

魚沼市社協 最新情報公開中！ 詳しくは、ホームページ、フェイスブックで！！

　赤い羽根共同募金への理解を深めるため、
伊米ヶ崎小学校3年生が伊米ヶ崎デイサービ
スセンターの利用者と募金箱を作りました。
　作った募金箱は、伊米ヶ崎地域の企業から
ご協力いただき、募金活動に使われます。

・

・

・

・

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。

9 月 24 日、伊米ヶ崎小学校で事前学習。募金の使いみちを学び、募金箱の土台を作りました。

10 月 1 日、伊米ヶ崎デイサービスセンターの利用者と一緒に募金箱を完成させました！

赤い羽根募金箱づくりにチャレンジ

※その他に匿名を希望された方々から、米・野菜・介護用品　　
・衣類などをいただきました。事業等で大切に活用いたします。

寄付物品寄付物品

令和元年9月～令和元年10月

ありがとうございました。
善 意 の ご 寄 付

寄付金寄付金
広　　神 江口地区中学生 様 4,891円

竜光田舎体験受入チーム
五十嵐　勇吉
農事組合法人青島フォーム
三井観光㈱P.ステーション小出店
下条コミュニティ協議会
佐藤理髪店

様
様
様
様
様
様

野菜
長靴・老眼鏡

米
お菓子

野菜
タオル

堀 之 内

小　　出

広　　神

台
風
　
号

　
災
害
義
援
金
　
受
付
中

19

1912

27

　
台
風
　
号
・
　
号
な
ど
、
相
次
い

で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

全
国
各
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
沼
市
社
協
で
は
、　
月
　
日
か

ら
　
日
ま
で
の
間
、
長
野
県
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

で
、
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
派
遣
先
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
千
名
近
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
県
内
社
協
と
連
携
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
な
ど
の

復
旧
支
援
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。 マ

リ
ン
バ
演
奏
会

社
協
の
魅
力
を
発
信
！

　
９
月
　
日
、
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
、
市
内
の
中
学
一
年
生
に
仕
事
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
魚
沼
市
主
催
で

『「
ま
ち
」
の
仕
事
発
見
塾
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
仕
事
内
容
の
説
明
を
聞

き
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、

「
ど
う
す
れ
ば
こ
の
仕
事
に
就
け
る
か
？
」
と

い
う
意
欲
的
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
社
協
の
仕
事
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

説明を聞きメモをとる生徒たち

20

成
年
後
見
制
度
を
学
ぶ 

〜
親
族
後
見
と
い
う
選
択
肢
〜

　
９
月
４
日
に
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
て
、
制
度
の
利
用
を
考
え
て
い
る

方
や
、
親
族
後
見
人
へ
の
支
援
を
目
的
に

『
成
年
後
見
制
度
勉
強
会
〜
親
族
後
見
と
い

う
選
択
肢
〜
』
を
開
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
十
日
町
市
在
住
の
社
会
福
祉
士
・

高
橋
愛
氏
を
お
招
き
し
、
実
際
に
後
見
人

と
し
て
行
っ
て
い
る
内
容
や
、
業
務
を
通

し
て
感
じ
る
制
度
の
重
要
性
な
ど
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
ご
家
族
や
一
般
市
民
も
多
く
、「
将
来
、

制
度
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
具
体
的

な
こ
と
を
聞
い
て
い
き
た
い
」
等
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
制
度
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
親
族
だ
か

ら
こ
そ
本
人
の
思
い
を
聴
き
、
自
分
ら
し

く
最
期
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

一
市
民
と
し
て
の
役
割
は
何
か
を
共
に
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

長野市 北部災害ボランティアセンター長野市の被災状況

完成した募金箱
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愉快な仲間達とマリンバ

わかりやすい説明をいただいた
講師の高橋愛氏

講師からの質問に答える参加者
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